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意見・提言の寄せられた場 前回まで 今 回 合 計  

ボイス８１ 230 －  230  

車座集会（２会場） 86 23  109  

地域懇談会 451 －  451  

県的団体との懇談会 － 86  86  

行政連絡協議会（地方事務所等） － 172  172  

意見募集（手紙、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 153 99  252  

団体等から各部局へ寄せられた意見 116 －  116  

職員提案 140 －  140   

計 1,176 380  1,556  
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生活・地域等領域

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

ひとりでも多くの命を助けられるよう、医師数を増やしてほしい。 

医師が少なくなっている病院があるので対策を行ってほしい。 

医師不足に対する更なる尽力及び国への働きかけをしてほしい。 

平均寿命は全国でも高いが医療費は少ない。医療を充実させ、老人には負担をかけないよ
うにしてほしい。 

高齢者が多い地域などは医療施設を多くするべき。 

医者も少なく、施設も不十分な過疎地域での高齢者医療の充実を図ってほしい。 

ダム建設費を削減し、老人の多い地域に医療機関を設置することが必要 

東信医療機関の中核である佐久総合病院の高度分野移転を県が促進してほしい。 

信大医学部の拡充と有効活用を図り、医師不足を解消してほしい。 

小児科の医師が減り、地域の中核病院に入院できなくなってしまった。入院できるように
してほしい。 

医 療 

地域の小児科の集約病院で高熱の孫をすぐに診てもらえないことがあった。集約病院の受
け入れ体制を十分に整えてほしい。 

県内の遊技場や飲食店などでの受動喫煙対策は他県に比べ遅れている。いきいきと健康に
暮らすためにも受動喫煙対策をしっかりと行ってほしい。 

健康づくり 

住民の体をむしばむタバコを公の場所では販売しない県にすべき。 

少子高齢化が進行中なので、老人ホームなどの施設を増設してほしい。 

少子高齢化でこれからお年寄りの人口が増えるので、福祉施設と、ヘルパーなどの介護士
を増やすことが必要。 

ひとり暮らしの高齢者のケアを考えてほしい。 

高齢者福祉 

施設内で高齢者と過ごすのではなく、自然界を自由に散歩でき、車の入らない一般社会の
ミニチュア版のシルバータウンを作ってはどうか。 

障害者福祉 耳の聞こえない障害者は、高齢になると独り暮らしをしている人が多く情報が足りなくな
るので、グループホームをつくっていく必要があるのではないか。 
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生活・地域等領域

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

共働きが増加し、家で子どもだけで過ごす時間が長いので、子どもの環境を良くするとい
う意味からも児童館の設置が遅れている市町村への補助を行い、最低でも一つの小学校に
一つの児童館を確保してほしい。 

県内の市町村がどのような子育て支援をしているか、県のホームページで一括して掲載
し、県外の若い世帯を長野県へ呼び込んではどうか。 

子育て中の労働者は残業などの面で配慮されているのか、まずは県の職員からでもよいの
で実態を把握し、具体的な数字で公表してほしい。 

子育て 

企業が行っている子育て支援に積極的な取組み内容を調査し、表彰してほしい。また、そ
れらの取組みが他の企業に広がるよう県が支援してほしい。 

平成 18 年の豪雪で廃屋がつぶれてしまい、一部は現在もそのままになっているため、廃
屋撤去の補助制度を創設してほしい。 

防災体制の強化 

東京などの大都市に災害があった時に備え、日本の安心の拠点となる整備をすすめるべ
き。 

地域づくり 
全国最大規模のお祭りを年１回開催してほしい。 
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産業等領域

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

新産業の創出
育成 

製造業にこだわりすぎる施策を転換し、観光資源や地域資源を活用した新たな産業の提案
や IT 産業への移行をすべき。 

「観光」は目先の対策に過ぎない。一過性の「観光事業」に多大な投資をするのでなく、
まず景気回復を図るため、公共事業の安定化と企業の誘致と定着化、新規事業の開発に投
資することが必要。 

工 業 

産業、経済の発展のため最優先で財政投入をし、地域の資源を掘り起こし、付加価値を高
め、官民上げて積極的にマーケティングに力を入れるとともに、人材育成に力を入れるべ
き。 

農業用の水路や排水路が壊れてきている。農地・水・環境保全事業の十分な予算措置をし
てほしい。 

東京と中京圏の２大都市圏を近距離に持つ地理的有利性を活かし、地産地消だけでなく、
都会にも安全な農畜産物を提供することが必要。 

遊休農地が目立つのは、ＷＴＯの制約から米等生産農家への生産規制が原因であり、国と
連携してＷＴＯへの提言、規制の解除等の難題に取り組むべき 

農 業 

松本家畜保健衛生所が「信州コンフォート畜産」の基準を発表したが、基準を設けただけ
では意味がないので、是非基準の設定から認証、ラベル化までを一貫して考えてほしい。

観光産業の振
興 

長野県の自然を減らさず、人口、観光者が増加するような方策を。 
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教育・文化等領域

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

学力向上に力を入れてほしい。 

高校再編で統廃合になるため、後輩が入ってこない。学校の元気がないので、何か方策を
講じてほしい。 

軽度発達障害児にとって、義務教育は手厚くなっているが、高校進学が不安。養護学校の
分室でいいので、岳北地域に受け入れる学級、スクールを設置してほしい。 

運動遊びが大脳活動の発達を促し、精神発達に寄与するという理論に基づいた運動プログ
ラムを保育園や小学校に取り入れてはどうか。 

私立と公立の高校では学費に差があるので、私立高校の学費負担をもっと軽くしてほしい。

いじめ対策をもっとしっかりとしてほしい。生徒間だけでなく、教師から生徒へのいじめ
も含め、学校側が隠ぺいすることのないようにしてほしい。 

中学校の統合後の候補となっている校舎が老朽化しているので、高校再編により空く校舎
を後利用できないか。 

生産年齢人口が減ってきているが、これは大学進学などで県外に行き、そのまま都会で就
職してしまうことが要因ではないか。魅力ある公立の４年制大学を設立してほしい。 

学校教育 

県内の人材育成、資格取得の点で必要であるため、県短期大学について４年制にしてほし
い。 

幼児教育の充
実 

幼児の前頭葉を発達させ、キレない、落ち着きがあるという効果が現れている脳科学から
考える幼児教育を取り入れ、有識者の助言を得て子どもたちが正常に成長できる環境を整
えてほしい。その際、行政が親に推奨するのではなく、市町村・保育園・幼稚園・小学校
に指導や補助を行ってほしい。 

中止されている「信州青年希望の船事業」を再開してほしい。 

青少年健全育成の県条例を制定してほしい。 

青少年の健全
育成 

青少年健全育成は知事部局で所管してほしい。 

史跡等歴史に関するものが多い県なので、歴史館を増やしてほしい。 

県内各地域の文化を維持し、記録し、後世に伝えるため、県内の文化遺産をどう保存して
いくのかのマスタープランを市町村と連携し、策定する必要がある。 

今年度から行われている近代化遺産の調査は大変すばらしいので、事業を拡充してほしい。

文化芸術・地域
文化の振興 

善光寺を世界遺産へとの動きもあるが、松代大本営も結びつけて、平和の祭典冬季オリン
ピックを開催したナガノから世界へ平和を発信する世界（平和）文化遺産としたらどうか。
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自然環境・社会基盤領域

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

子どもたちが環境とふれあえるように、月に一度は近くの川などの清掃を行えばよいと思
う。 

水・大気等生活
環境 

ごみ処理場など、有害物質を作らない、排出させない方策を。 

自然環境 森林伐採や道路の設置などの自然への悪影響を考えるとともに、もっと緑を増やしたほう
がいいと思う。 

長野の空気が悪くならないような方策を。また、りんご生産などに影響が出ると懸念され
るので、地球温暖化対策をしてほしい。 

地球温暖化を防止するための計画をしっかりと行い、自然を守ってほしい。また、ごみの
ポイ捨てを減らす対策を。 

地球環境 

なるべく石油製品を使わない車を使用して地球温暖化を止めることが必要。 

まつもと空港に格納庫をつくり、朝一番のフライトができるようにしてほしい。 

中国、韓国から観光客を呼ぶため、松本空港に北京、上海、ソウルから直行便を飛ばすこ
とを考えてほしい。 

トラックなどがスムーズに通れるような広い道路整備をしてほしい。 

道路の消雪パイプのところが春になると大きな穴が開き、その穴に車のタイヤが入ると家
が揺れるので、直してほしい。 

陸橋のゆれを少しでもなくしてほしい。 

交通基盤 

ＪＲの電車の本数を２時間１本でなく、１時間２本に増やしてほしい。 

あまり活気がないので長野駅周辺の活性化を。 

長野市中心市街地の一定地域を歩行者のみの通行とする、一方通行を増やして車の流れを
変えるなど車依存を再考してほしい。 

まちづくり 

もっと運動場や誰でも使える広場を造ってほしい。 

景 観 
景観育成重点地域の景観形成に対する補助金を復活してほしい。 

自然に配慮したダム造りをしてほしい。 
治山・治水・砂
防 

森林伐採など自然破壊が目立つので、ダム開発はやめてほしい。 
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道路

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

道路（特定の道
路に係るもの） 

飯山市小菅集落から野沢温泉前坂間が安心して通行できるよう代行道路事業を継続してほ
しい。 
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治山・治水・砂防

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

諏訪湖の溢水防止のため、一定水位での放流制限を行う操作規則を見直してほしい。 

千曲川の無堤地区を解決してほしい。 

浅川ダムについて、そこに住む人のことをもっと具体的に考えて、造るか造らないかを決
めてほしい。 

土砂の恐ろしさが分かってからでは遅いので、浅川ダム計画は取りやめにしてほしい。 

浅川対策をきちんと行って、少しでも飯山の上流部（千曲川）で水を貯め、時間差で流す
などにより洪水を防止してもらいたい。 

千曲川の湯滝橋下流の狭窄部における流量の確保をしてほしい。 

皿川の堤防の拡築と嵩上げを行ってほしい。 

今井川の内水排水ポンプを設置してほしい。 

治山・治水・砂
防（特定の箇所
に係るもの） 

西大滝ダムの治水権更新の際に地元意見をよく聞いてほしい。また同ダムの情報公開とハ
ザードマップの見直しをしてほしい。 
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計画推進の基本姿勢関連

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

行財政運営 県財政について、税率を据え置き、公共事業費１／５削減、中小企業対策・農業補助金
１／５削減、行政人員を３０年かけて１／２にし、増税なき財政再建を。 

道州制 
道州制について議論し、長野県を分割することが必要 
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基本目標等

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

どこへ行っても自然が多くて楽しいところ 

緑豊かで誰もが住みやすい県 

立派な山に囲まれた緑豊かな大きな県で、お年寄りも元気で誰もが住みやすい県 

もっと森林を増やして自然との共存をしていける長野県 

緑が豊富で、人情の純朴さが残る田舎 

空気がおいしく、山に囲まれているので、自然を見るにはいいところと思う。 

山々に囲まれた自然が豊かな県 

自然を大切にするところが県民の誇りであり、義務だと思う。 

春夏秋冬自然が豊かな風土を持つ県 

自然の美、自然に調和した人工の美 

自然を大切にし、日本の歴史と文化を自慢できる県 

私たちが生かされている自然への感謝、また、自然の豊かさを皆で分かつこと 

自然がいっぱいで、郷土料理があるところ 

ごみで汚れていない町。大切に残していきたい美しい自然 

誰とでも仲良く暮らせて、医療・福祉施設の充実した県 

協力しあい、助け合いながら生活していくところ 

教育県（全国に先駆けて脳科学に基づく教育を取り入れて教育県として復活） 

教育県の自負と誇り、品格のある人間 

長野県らしさ 

信州に生き、暮らすことの誇り 
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基本目標等

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

人のあたたかさ 

人を思いやるやさしく頼もしい人間性 

人情が厚く親切な県民性 

お互いに協力しあって楽しい生き方をしている人達 

何よりお年寄りを大切にする県 

一人ひとりが長野県の良いところを大事にし、大切にするところ 

出過ぎない県民性 

地味、長寿、田舎 

住みやすい犯罪の少ない県 

安全な長野県 

都会の人が安心と安全を求める場所 

農業が盛ん 

果物や野菜などがとても有名でアピールになっているところ 

産業も発達し、緑ももっと多くなる県 

工業立県 

観光、製造業、農業が盛んな県 

県内に存在する全ての資源・人材を基に、その財源を活用した官民協働する環境、教育、
保健、福祉の地域づくり 

アルプス山麓から湧き出る水資源を利用した豊富な特産品 

長野県らしさ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

他県からたくさんの観光客が来る田舎 
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基本目標等

長野県中期総合計画（仮称）意見・提言一覧表 

 

項 目 意見・提言等 

「長野県へ行こう」と他県から言われるような県 

日本の真ん中にある 

長野県らしさ 

長野県を信州と改名し独自性を打ち出す 

その他 
他に誇れるものを見出し、県の知名度を上げることが必要。 
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